
平成 26年度第 4回小国地域委員会

と き  平成 27年 2月 18日 (水 )

午後 4時から

ところ  長岡市小国支所 3階大会議室

1開 会

2 あいさつ

3議 題

(1)平成 26年度小国地域委員会分科会について

(2)その他

4報 告

(1)小学校統合について

(2)小国診療所体制について

(3)そ の他

5 その他

6 閉会



小国地域委 員会第 1分科会活動報告書

平成 27年 2月 18日

小国地域委員会第 1分科会長 角山 徳郎

【メンバー :◎角山徳郎、O山崎廣子、相馬聖一、日中実雄、山岸誠、相波葉子】

1 検討課題

「高齢者が気軽に集える場の確保」

2 検討の経過

小国地域委員会第 1分科会では

(1)小国地域女性 と子 どもが過ごしやすい環境整備に関すること

(2)地域のお祭 りや行事を観光誘致や産業振興に活用1で きないか

(3)少子高齢化、医療・福祉関係について

この 3つのテーマについて検討を行い、医療福祉や介護、すべての環境整備におい

て、小国地域ではお年寄 りが元気で過ごせることが大切であり、3つのテーマにつな

がると方向付けをした。

特に主眼を男性に置き、何 とかして高齢者の生きがい、張 り合いの場を作りたいと

い うことで、検討課題を「高齢者が気軽に集える場の確保」とし、以下のとおり活動

を進めた。

第 1回分科会  平成 25年 7月 12日   小国支所会議室       
｀

・正冨1分科会長の選任  会長 :角 山 徳郎  副会長 :山崎 廣子

・テーマの確認、課題の抽出・整理

第 2回分科会  平成 25年 8月 29日   小国支所会議室

・ 3つのテーマごとに意見交換

第 3回分科会  平成 25年 9月 26日   小国支所会議室

・検討課題の決定  「高齢者が気軽に集える場の確保」

第 4回分科会  平成 25年 10月 23日   市内 3福祉施設         `
・市内の高齢者福祉施設 3か所を視察

第 5回分科会  平成 25年 12月 11日   小国支所会議室

。視察研修のまとめ、今後の方向と集約

第 6回分科会  平成 26年 2月 14日   小国支所会議室

・小国地域の高齢者の状況等を保健師を交えて意見交換

第 7回分科会  平成 26年 3月 6日    おぐにコミュニティセンター

。「男が参加 したくなる講座」座談会に参加、意見交換

第 8回分科会  平成 26年 5月 30日   小国支所会議室

・利用施設、設備、交通手段などを検討

・他団体との連携について検討

第 9回分科会  平成 26年 7月 4日    小国支所会議室

・気軽に集える仕掛けの検討

・コミュニティセンター福祉健康部会との連携を検討

第 10回分科会  平成 27年 2月 3日   小国支所会議室

・地域委員会第 1分科会活動のまとめ



3 報告

① 現状

・集落ごとに高齢者が集まる会はあるが、男性の参加が少ない。

・女性の方が活動的であるが、地域全体で集まる機会がない。

・特に男性は、会社という慣れ親 しんだ居場所がなくなると引籠 りがち。

,男女共に集まり楽しむ機会やイベン トがない。      :
。男性は女性に比べて、社会参カロするにはきつかけづくりが必要である。

・他地域には福祉施設があり、活発に活動 しているが小国地域には無い。

② 課題

・高齢者が気軽に集える場をどこに設置するか、既存施設利用が可能か。

・初期設備経費やランニングコス トをどうするか。

・ どのように人を集めるか、特に男性の参加を促すか。     ―

・交通手段をどう確保するか。

③ 課題解決の方向

・市内高齢者福祉 3か所を視察したところ、男性の姿も多く、男女共に

楽 しんでいた。利用施設では、お風呂・食堂・カラオケ・囲碁・将棋 。体操・

読書・お喋 りなど様々に対応できる施設であつたが、小国地域の既存施設で

対応が可能か検討した。

・養楽館を利用する場合は、別館も利用すれば風呂・食堂・カラオケ・囲碁・

将棋・体操 。読書・お喋りなど全て対応可能ではあるが、指定管理者 と料金

など採算性についての協議が必要になる。

。おぐに平ミュニティセンターを利用する場合は、風呂・食事は対応できない

が、防音設備改修とカラオケ設備の初期投資をすれば、その他については対

応が可能である。

また、コミュニティ活動 とのコラボレーションによる広が りも生まれるが、

カラオケ施設利用の有料化、管理体制など検討課題もある。

・福祉健康部会とタイアップして取 り組み、好評だつた「男の料理教室」は、

次年度も継続開催の予定であり、いずれの施設でも開催できる設備を有して

いる。

・市民生活課で実施した「男が参カロしたくなる講座」アンケー トや座談会で要

望があつた堅苦しくなく、自由な発想での「高齢者 (特に男性)の生きがい、

張 り合いの場」作りも更に検討 していく必要がある。

・交通手段については、路線バス及び、生活交通バスにより対応が可能である。

・施設での新たな取り組みを大いに PRし、参加促進やイベント開催など、高

齢者が気軽に集える場として、今後も各種活動団体、NPO、 行政と一体とな

り意見交換、住民の意識改革を計つていくことが必要である。



平成 25、 26年度1           
小国地域委員会 第 2分科会活動経過報告書

【メンバー :◎稲波忠昭、O内山千津子、鈴木京子、小川―也、田中雅人、宮川行雄、片桐圭子】

1地域委員会第 2分科会のテーマ :「女性と子供が過ごしやすい環境整備』

今任期中の第 2分科会は、「女性と子供が過ごしやすい環境整備」をテこマとして、 3小学校及び保育

園保護者を対象にアンケー トを実施し子育てをしていくうえでの問題点や実情を抽出するとともに今後

の方向性を検討することを目的として活動した。

2 分科会の開催状況及び活動経過

年度 月 日 活動事項 ．内 容 (意見等 )

25

7//12 第 1回 分科会

○女性 と子供が過ごしやすい環境整備を検討の軸に据えていくこと
を確認。

○教育環境や、小学校の児童数の規模適正化についての状況の把握
や、保護者等からの間き取 りを実施することを確認。

8/′9
相野原育成会と

の意見交換会

○意見交換会での保護者からの主な意見
。子どもの遊ぶ場所が少ない。
・小児科がないので、不便。

11//1

下小国小学校

PTA役 員との

意見交換会

○意見交換会での保護者からの主な意見
・児童数が少ないと、競争が起きにくい。友達の選択肢が少なく

なってしまう。
・登校班の人数が少なくなり、下校時に一人で帰る子どもがいる。
・送迎を含めて子どもが自由に遊べる場があると、子ども同士が

遊ぶことができる。

11/22

渋海小学校

PT役員との

意見交換会

○意見交換会での保護者からの主な意見
・生徒数、教員数の減少により部活の数が少なく、他の校区の中

学校に通 う子がいる。
。地域の住民との関わりが少ないので、総合学習の場をもつと増
やすことはできないか。

・地域、学校、PTAと の関係性を築いていく必要があると思 う。
親同士、子ども同士、地域ぐるみでの人間関係が大事。

11/26

上小国小学校

PTA役 員 との

意見公開会

○意見交換会での保護者からの主な意見
'

・児童数が少ないことにより、先生の目が行き届いて良いが、競
争があまりなく、高校生になった時、生徒数が増えるため馴染
めるかが不安

。子育てする環境 (例 :放課後児童クラブの時間延長等)を整え
ることにより、小国で子育てしてもらえるようになれば良いと
思う。

・小学生のスポーツクラブが増えてきているので、児童クラブか
ら、スポーツクラブヘの送迎があると良い。

1ノ/28
ひまわ り保育園

保護者会 との意

見交換会

○意見交換会での保護者からの主な意見
・児童数の減少の推移を考えると、5～ 10年後に不安を感じる。
・部活等をを考え、他の地域に引つ越すことを検討する家族が増

えている。
・集落に子どもがいないため、育成会もなくなり、親同士の関わ

りが少なくなっている。
・保育園で仲良くなった子が小学校で分かれてしまうのは可哀想。



年度 月 日 活動事項 内 容 (意見等 )

26

5/15
アンケー トの実

施

保育園及び小国地域内の小学校に在籍する児童の保護者に「子ど

もを取 り巻く教育環境や子育ての実態調査」に関するアンケー トを

実施。

アンケー ト回収数 :175世帯

7/22
アンケー ト結果

の周知
´ 学校を通じアンケー ト結果を保護者へ周知を行つた。

7/′29
アンケー ト結果

の周知

集落総代連絡協議会意見交換会の場で、集落総代ヘアンケー ト結果

の周知を行つた。

3 アンケー ト結果から抽出された子育ての実情

○子育てに悩みがある世帯・・・【75.4%】

○子育ての悩み (回答の多からた事項)

。育児や教育に出費がかさむこと。

。子どもの学力に関すること。

○近年児童数が減少傾向にあるが不安はあるか 。・・不安があるとの回答 【88%】

○どのような不安か (回答の多かつた事項)

。多様な活動や人との関わりを通した多様なものの見方や考え方に触れる機会が少なく、切磋琢磨する経

験が乏しくなる。

・放課後のクラブ活動や少年団活動などの選択肢が少ない。

・保護者の負担が大きくなり、生活に支障をきたす。 (子 どもの送迎、役員等)

〇小国地域の教育環境は、保育園 1園、小学校 3校、中学校 1校ですが、小学校の今後のありかたについて

・児童数の推移を見ながら、数年後には統合を検討する必要がある。・・・【48%】

。早急に統合の検討に入るべきである。・・・【41%】

。現在の3校のままでよぃ
。・・【7%】

。その他・・・・【4%】

○地域内で子育てしやすい環境や教育環境を向上させるためには何が必要だと思いますか

(回答が多かった事項)

。仕事と子育ての両立支援

。安心して子供を預けられる人・場所の確保 (児童クラブの充実等)

4 第 2分科会で活動 を行 つた後の地域の経過

26.10.4 ・

保育園保護者会、 3小学校統合に向けての署名活動を実施。  '
26. 11. 12

保育園保護者会会長、 3小学校PTA会長、集落総代連絡協議会会長 主催

「学校規模適正化について」の勉強会が開催された。

26. 12. 7
「小国地域 3小学校統合準備会」立ち上げ

組織構成  保育園保護者会会長、3小学校PTA会長、 3小学校後援会長、

集落総代連絡協議会役員



回覧
平成 27年 2月 13日

小国地域 3小学校統合準備会

会長 金崎 権

小国地域 3小学校統合準備会の活動について

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

さて、当地域では少子化が進み、今後、地域内3小学校 (上小国小学校、渋海

小学校、下小国小学校)では、児童数の減少で複式学級の進行が想定されること

から、この問題について、平成 25年 11月 から小国地域委員会と3小学校 PTA、

ひまわり保育園保護者会、集落総代連絡協議会役員による意見交換会が行われて

きました。

平成 26年 5月 には、小国地域委員会により、保育園及び小学校に在籍する児

童の保護者を対象に「子どもを取り巻く教育環境や子育ての実態調査」に関する

アンケー トが実施され、小学校の規模適正化に関する設間には、およそ 9割の保

護者の方が、小学校の統合について賛成という結果が明らかになりました。

以上の経過から、平成 26年 11月 に「学校規模の適正化について」の勉強会

が行われ、平成 26年 12月 には、ひまわり保育園保護者会、3小学校 PTAお
よび後援会、集落総代連絡協議会による「小国地域 3小学校統合準備会」が発足

の運びとなりました。

当準備会では、過日、保育園及び小学校に在籍する児童の保護者を対象に「小

国地域 3小学校統合に関するアンケー ト」を実施し、その結果から、保護者の方々

が、統合に関して様々な疑問や要望を持っていることが分かりました。

そこで、今後、アンケー トの集計結果について、保育園及び小学校保護者、小

学校後援会長、集落総代を対象に地区別に統合に関する説明会を開催していきた

いと考えております。

詳しくは、別紙「小国地域 3小学校統合に関する経過」及び「小国地域 3小学

校統合に関するアンケー ト集計結果」をご参照ください。

なお、準備会の活動については、随時、

地域の皆様へお伝えしていく予定です。

位各



小国地域 3小学校統合に関する経過 (地域全体)

25.1.19 小国地域委員会

検討内容 :充実した教育環境を整える必要について

25.11.1 地域委員と下小国小学校 PTA役員意見交換会

25.11.22 地域委員と渋海小学校 PTA役員意見交換会      ,
25.11.26 地域委員と上小国小学校 P]眈 役員意見交換会

26.1.28 地域委員とひまわり保育園保護者会役員意見交換会

内容 0子育てやヾ教育環境の現状と問題ノ点

・子どもを育てやすい環境整備

・教育環境を良くしていくためには

。「子育てや教育環境」に関するアンケー トの実施について

26.4.17 地域委員長より、総代連に対してアンケー ト実施についての説明

あり

26: 5.15 保育園及び小学校に在籍する児童の保護者を対象に「子供を取り巻

く教育環境や子育ての実態調査」に関するアンケー トを実施

26.7.11 地域委員長ほか1名 より、総代連に対してアンケー ト結果について

報告あり

26.7.22 アンケー ト結果を保護者に周知

26.8.9 総代連地区協議会において統合に関して審議 (下地区)

26.8.10       〃             (中 地区)

26.8.30        〃             (上 地区)

26.10.4 保育園保護者会、署名活動

26.11.12 「学校規模の適正化について」の勉強会開催

主 催 者 保育園保護者会長、3小学校 PTA会長、総代連会長

参 カロ者 保育園保護者、 3小学校の保護者、3小学校の後援長、

集落総代、地域委員、小国支所長ほか地域振興課職員

場  所  小国会館

26.12.3 アンケー ト結果を全戸配布



26.12.7 「小国地域 3小学校統合準備会」立ち上げ

組織構成 保育園保護者会長 (1)、 3小学校 PTA会長 (3)

3小学校後援会長 (3)、 集落総代連絡協議会役員 (6)

会 長 :保育園保護者会会長 金崎 権

副会長 :上小国小学校 PTA会長、

渋海小学校 PTA会長

下小国小学校 PTA会長      
′

事務局 :集落総代連絡協議会事務局   .

26.12.12 保育園及び小学校に在籍する児童の保護者を対象に「小国地域 3

小学校統合」に関するアンケー トを実施

.  27.1.29 第 2回小国地域 3小学校統合準備会開催

27.2.16 小国地域 3小学校統合に関する地区説明会開催予定。 (上地区)

27.2.17 小国地域 3小学校統合に関する地区説明会開催予定。 (中地区)

27.2.26 小国地域 3小学校統合に関する地区説明会開催予定。 (下地区)



小国地域 3小学校統合に関するアンケー ト集計結果

<ア ンケー ト配布、回収数 >

※保育園、小学校の両方にお子さんがいる場合は、どちらか一方のみに提出している
家庭もあるため、実回収率は更に高いと推定される。

<ア ンケー ト集約内容>          '
○統合する学校の場所について

。統合場所はどこになりますか ?

・場所の選定基準はありますか ?(条件等)

○通学について    _
。場所により、通学のスクールバスは出ますか ?

・学校からどのくらい離れた距離からバス通学になりますか ?

。学年によって下校時間が異なりますが、バス通学の場合 どうなりますか?

,バ ス通学にかかる自己負担等はありますか ?

・登下校時の防犯や、事故の安全対策はどうなりますか ?

(統合 し学校区が広がると、子どもたちの行動範囲が広が り、放課後の安全面で心配がある6)

。登下校がバスになると、運動不足、体力向上の妨げが′心配 されます。

○各小学校独自の活動等について

。各々学校で続いてきた伝統ある活動 (パーカッション 。しぶみ太鼓・よさこい)は どうなりますか ?

。学校名、校歌はどうなりますか ?

○制服について

。現在上小国小学校は制服がありますが、統合したらどうなりますか?

。すでに購入 してある制服、体操着はどうなりますか?

○友達との関わ りについて

。保育園から中学校まで固定された人間関係で過ごす事に心配がある。

(イ ジメの問題、高校や社会に出た時の対応など)

。多くの人と関わることで、多様な考え方に触れながら、色々な面で成長してほしい。
。大人数で競争する機会を増や し、向上心を養つてほしい。

○先生 との関わりついて

。現在は少人数で細やかに指導していただいているが、統合 したら同じように先生の目が行き届くか不安。

ひまわり保育園

上小国小学校

下小国小学校



○その他  (質問・意見)

。統合時期はいう頃になりますか ?

・小中一貫校 とい う考えはありますか?

・越路など他地域 との統合という考えはありますかつ

。3小学校をまず 2つ に統合という考えはありますか?

・統合について中学生の保護者や先生の意見は聞かなくて良いのか ?

・統合について子 どもたちの意見が一番大切ではないか ?

・統合後、空いてしまつた校舎はどうなりますか?

・放課後児童クラブを学校内に作ることはできますか?

。PTA役員体制 。選出方法はどうなりますか?

・複式学級の解消や学校による学習内容・進め方の違いについてどう対応するか ?

。統合の際には子どもたちの精神面のフォロすが必要ではないか?

・統合後に問題が発生した時は誰が対応してくれるのか?

。統合に関する課題・問題点などは、保護者や地域の人たちと充分話し合う必要がある。

・統合した学校の、統合時の課題や問題解決策を参考にしてはどうか。

・駐車場を広くしてほしい。

○賛否についての意見

(賛成)

。統合には賛成です (60人 )

・統合には賛成です。早急に進めてほしい。(21人 )

。今後の児童数を見ると、統合はしたほうが良い。(13人 )

。保育園、中学校が一つなので、小学校も統合した方が良い。 (4人 )

(反対)

。できれば統合しないほうが良い。(2人 )

。何も困つていない、現状が良い。(1人 )

。統合しないで、運動会等の行事を合同ですればよい。(1人 )

。3校統合には反対だが、 2校にする事を考えてほしい。 (1人 )

。すぐに統合というのは賛成できません。 (1人)

※このアンケー トの集約結果について、保育園及び小学校保護者、小学校後援会長、集落総代を対象に、

今後地区別に説明会を開催する予定です。           t `



小国地域 保育園 ガヽ学校

保  護  者  各  位

平成 26年 12月 12日

小国地域 3小学校統合準備会

会 長  金 崎  権

小国地域 3小学校統合に関するアンケー トについて

日頃より、小国地域の子 どもたちのために、ご尽力いただき感謝申し上げます。

さて、当地域では今後、児童数の減少が見込まれ、3小学校 (上小国小学校、渋海小学校、

下小国小学校)の小規模化の進行が想定されることから、平成 25年 1月 より小国地域委員

会と 3月 学ヽ校 PTA、 ひまわり保育園保護者会、集落総代連絡協議会の役員の方々と意見交

換会を行つてきました:

平成 26年 5月 には、保育園及び小学校に在籍する児童の保護者を対象に「子どもを取り

巻く教育環境や子育ての実態調査」に関するアンケー トが実施され、およそ 9割の保護者

の方が、小国地域 3小学校統合について肯定的である結果が得られました。

また、アンケー ト結果を踏まえ平成 26年 10月 には、ひまわり保育園保護者会にて 「小

国地区の小学校統合に係る要望」の署名活動を実施 し、およそ 120名 の方からの署名及び

要望書を集落総代連絡協議会へ提出しました。

以上の経過から、平成 26年 12月 にひまわり保育園保護者会、3小学校 PTAお よび後援

会、集落総代連絡協議会が意見交換し「小国地域 3小学校統合準備会」が発足致しました。

※詳細は、別紙  ソ「小国地域 3小学校統合に関する経過」参照

小国地域 3ガ 学ヽ校統合準備会では、上小国小学校、渋海小学校、下小国小学校の統合を

目指 してお ります。保護者の皆様からのご意見、ご質問、ご要望などを集約 し学校区ごと

に意見交換会を開催後、長岡市に要望書を提出したいと考えてお ります。

つきましては、年末のお忙 しい時期ではございますが、別紙のアンケー ト (無記名)に
ご協力くださいますようお願い申し上げます。

アンケー ト配布 日 :平成 26年 12月 12日 (金 )

アンケー ト回収期限 :平成 26年 12月 19日 (金 )

アンケー ト回収方法 :ひまわり保育園、各小学校にて回収致 します。

※お手数ですが、添付の封筒に入れ封をして児童 。園児に持たせてください。
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小国地域 3小学校統合に関するアンケー ト

。該当の地区に○をつけてください。 ( 上小地区 ・ 渋小地区 。 下小地区 )

・お子様の在籍状況に○をつけ、人数を記入してください。

保育園 :3歳未満児 ( 名) 3歳以上児 ( 名 )

小学校 :1‐2年生 ( 名) 3‐4年生 ( 名)5‐6年生 ( 名 )

。設問形式ではございません。肯定、否定にとらわれずご自由にご意見、ご質問、ご要望

などお書き下さい。

例)・ 3小学校の統合は賛成だが、統合場所や通学の問題が,心配 など

※本アンケー トは小国地域 3小学校統合準備会事務局にて厳重に保管します。

アンケー ト結果および個人情報が 3小学校統合に関する事以外に使用されることはありません。


